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税
務
職
員
募
集

受
験
資
格

①
平
成
30
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
31

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

第
１
次
試
験
日　
９
月
２
日
㈰

試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

申
込　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み　
（http://w

w
w

.jinji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
郵
送
又

は
持
参
で
申
し
込
み
。
詳
し
く

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
　
　

申
込
期
間　
６
月
18
日
㈪
午
前

９
時
～
27
日
㈬
（
受
信
有
効
）

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
人
事
院
人
材
局

試
験
課
☎
０
３
―
３
５
８
１

―
５
３
１
１

★
前
記
以
外
に
つ
い
て
は
関
東

信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
☎
０
４
８
―
６
０
０
―

３
１
１
１

ご
存
知
で
す
か
？　
　
　
　

無
期
転
換
ル
ー
ル

　

平
成
25
年
の
改
正
労
働
契
約

法
の
施
行
に
よ
り
、
有
期
労
働

契
約
が
繰
り
返
し
更
新
さ
れ
て

通
算
５
年
（
平
成
25
年
４
月
１

日
以
降
に
開
始
し
た
有
期
労
働

契
約
が
対
象
）
を
超
え
た
と
き

は
、
労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ

り
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契

約
（
正
規
職
員
）
に
転
換
で
き

る
ル
ー
ル（
無
期
転
換
ル
ー
ル
）

が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ル
ー
ル
は
、
有
期
労
働

契
約
の
濫
用
的
利
用
を
抑
制
し
、

労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
関
す
る

ご
相
談
は
左
記
へ
（
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）。

○
埼
玉
県
労
働
局
無
期
転
換

ル
ー
ル
特
別
相
談
窓
口　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―

６
２
１
０

○
厚
生
労
働
省
無
期
転
換
ル
ー

　
ル
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０

　
５
７
０
―
０
６
９
２
７
６

★
埼
玉
県
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
☎
０
４
８
―
６
０
０

―
６
２
１
０

自
衛
官
等
募
集

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間　
7
月
17
日
㈫
ま
で

受
験
資
格　
日
本
国
籍
を
有
す

る
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

試
験
日　
7
月
21
日
㈯
・
22
日

㈰
・
23
日
㈪
の
う
ち
指
定
す

る
1
日

事
務
所
説
明
会

日
時　
6
月
10
日
㈰　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３

時
場
所　
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
（
熊
谷
市
筑

波
３
―
90
―
１
国
際
ビ
ル
2

階
）

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８

―
５
２
２
―
４
８
５
５

７
月
か
ら
11
月
は
働
き
方
改

革
推
進
期
間
で
す

　
埼
玉
県
で
は
、
7
月
か
ら
11

月
ま
で
を
「
働
き
方
改
革
推
進

期
間
」
と
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
毎
月
第
3
水
曜
日

を「
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

と
し
、
定
時
退
社
を
呼
び
掛
け

ま
す
。
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
を
呼
び
掛
け
、
特

に
10
月
は
前
年
よ
り
1
日
以
上

多
い
休
暇
の
取
得
を
呼
び
掛
け

ま
す
。

★
埼
玉
県
産
業
労
働
部
雇
用
労

働
課
☎
０
４
８
―
８
３
０

―
４
５
１
６

世
界
禁
煙
デ
ー
と
禁
煙
週
間
を

ご
存
知
で
す
か
？

世
界
禁
煙
デ
ー　
５
月
31
日
㈭

禁
煙
週
間　
5
月
31
日
㈭
～
6

月
6
日
㈬

　
今
年
度
の
禁
煙
週
間
の
テ
ー

マ
は
、
「
２
０
２
０
年
、
受
動

喫
煙
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

～
た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
達

を
ま
も
ろ
う
～
」
で
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
本
人

よ
り
も
、
そ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
周
り
の
人
の
方
が
、
濃

度
の
高
い
有
害
物
質
を
吸
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
も
、
自
分
の
た
ば
こ
の
煙
の

せ
い
で
誰
か
が
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
と
し
た
ら
・
・
・
。

　
こ
の
機
会
に
受
動
喫
煙
に
よ

る
健
康
へ
の
悪
影
響
を
理
解
し

て
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
人
も
守
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
２
０
０
３

文
学
創
作
講
座

　
詩
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、

詩
を
作
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
程　
６
月
27
日
㈬
、
７
月
25

日
㈬
、
８
月
22
日
㈬
、
９
月

19
日
㈬
、
10
月
24
日
㈬
、
11

月
21
日
㈬
、
12
月
19
日
㈬
、

１
月
23
日
㈬
、
２
月
20
日

㈬
、
３
月
20
日
㈬　
全
10
回

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

会
場　
図
書
館
本
館
２
階
会
議

室
講
師　
北
畑　
光
男　
先
生

対
象　
継
続
し
て
参
加
で
き
る

方
内
容　
郷
土
の
詩
人
に
つ
い
て

～
詩
の
喜
び
～　
　
　

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
６
月
８
日
㈮
か
ら
月
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
30
分
～

午
後
６
時
に
電
話
又
は
直
接

左
記
へ

★
図
書
館
本
館

　
☎
㉔
３
７
４
６

本
庄
准
看
護
学
校　
　
　
　

学
校
説
明
会

日
時　
第
１
回　
７
月
７
日
㈯

第
２
回　
８
月
４
日
㈯　
両

日
と
も
午
前
10
時
～
11
時

申
込　
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ

※
病
院
で
働
い
て
い
な
い
方
も

入
学
で
き
ま
す
。

※
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
制

度
指
定
校（
要
件
適
用
の
場
合
、

授
業
料
の
一
定
割
合
を
支
給
）。

★
本
庄
准
看
護
学
校

☎
㉓
１
０
４
１

「
新
任
管
理
監
督
者
研
修
」

～
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
、
部

下
の
指
導
・
育
成
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
コ
ー
チ
ン
グ
～

　
地
域
産
業
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
管
理
者
に
な
ら
れ

た
方
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
３
日
㈫
・
４
日
㈬

全
２
回　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

内
容　
新
任
管
理
者
と
し
て
必

要
な
「
知
識
・
役
割
、
必
要

と
さ
れ
る
能
力
」
な
ど
を
グ

ル
ー
プ
討
議
や
演
習
を
交
え

て
習
得

定
員　
30
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　
１
４
、
０
０
０
円  

(

テ
キ
ス
ト
代
含
む
。
昼
食

弁
当
付
）

申
込　
６
月
25
日
㈪
ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡

先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
）を
記
入
の
う
え
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
話
で
左

記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国

際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔

７
４
５
５
・
蕭
㉔
７
４
６
５

本
庄
総
合
公
園　
　
　
　
　

梅
の
実
収
穫
祭

日
時　
６
月
９
日
㈯　
午
前
９

時
～
11
時
（
雨
天
決
行
）

会
場　
本
庄
総
合
公
園
梅
の
園

集
合
場
所　
本
庄
総
合
公
園
内

芝
生
広
場

※
参
加
人
数
に
よ
り
早
期
終
了

や
収
穫
量
制
限
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
袋
は

会
場
で
用
意
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

★
清
香
園
・
東
京
ド
ー
ム
ス
ポ

ー
ツ
共
同
体
代
表
者
㈱
清
香

園
☎
㉒
３
４
１
４

橋本  聖子 先生

講演会
オリンピック・パラリンピック
東京大会のもたらすもの
～スポーツを通じた

人材育成と健康街づくり～

児玉地区保護司会及び児玉地区更生保護女性会
の「社会を明るくする運動」の取組みの一環と
して参議院議員であり冬季オリンピックメダリ
ストである橋本聖子先生の講演会を開催します。

日時　７月18日㈬　午後１時30分開場・２時開演
会場　埼玉グランドホテル本庄　定員　３９０名
※申込、参加費は不要です。直接会場へお越し
ください。なお、駐車場には限りがあります。
★児玉地区保護司会事務局☎�５１３２

催

し

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

くらしの情報 Station

23 平成30年４月１日号 22

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★広報課☎�１１５５

舗
装
道
路
に
穴
等
が
あ
い
て

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
舗
装
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

・
舗
装
面
に
段
差
が
あ
る

・
側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る

・
側
溝
の
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

・
夜
な
の
に
道
路
照
明
灯
が
点

　
灯
し
て
い
な
い
　
等

★
道
路
整
備
課
☎
�
１
１
３
４

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
向
け
た

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ 

　
ム
設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を

対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
　
余
剰
売
電
で
あ
る
こ
と

【
着
工
前
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日
㈪

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

　
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
屋
根
の
高
遮
熱
塗
装
工

　
事
・
断
熱
材
設
置
工
事
・
断

　
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・
遮

　
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

　
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

　
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
の
工
事
を
お
考
え
の
方

は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
等

整
備
事
業
補
助
金
」
の
対
象
区

域
を
今
年
度
か
ら
拡
大
し
、
本

庄
駅
周
辺
地
区
又
は
児
玉
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
開

始
し
ま
す
。

補
助
対
象（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
周
辺

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ
と

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
20
万
円
を
上
限
、
初
め

　
て
交
付
を
受
け
る
場
合
は
10

　
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

・
４
月
６
日
『
歩
行
者
保
護
の

　
日
』

・
４
月
10
日
『
交
通
事
故
死
ゼ

　
ロ
を
目
指
す
日
』

・
４
月
13
日
『
飲
酒
運
転
根
絶

　
の
日
』

本
庄
市
重
点
目
標

　
横
断
歩
道
前
で
の
確
実
な
一

時
停
止
と
歩
行
者
へ
の
思
い
や

り
運
転
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中

の
交
通
事
故
防
止

◆
今
年
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
３
月
14
日
現
在
、
既
に
45

名(

昨
年
比
＋
９
名)

の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
３
月

中
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

「
高
齢
被
害
者
」、「
ハ
ン
ド
ル・

ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
、
前
方
不

注
視
、
信
号
無
視
」、「
多
発
時

間
午
前
４
時
～
６
時
、
午
後
４

時
～
６
時
」
で
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

★
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

日
時
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
　
５
月
12

　
日
㈯
・
６
月
16
日
㈯
・
７
月

　
14
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯
　
午

　
前
９
時
～

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
　
９
月
15

　
日
㈯
　
午
前
９
時
～

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
及
び
上
級

救
命
講
習
は
団
体（
15
名
以
上
）

で
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ

い
て
も
、
団
体
で
の
申
込
に
よ

り
随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場
　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

内
容
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
～
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

対
象
　
中
学
生
以
上
の
本
庄
市

　
及
び
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員
　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
。

申
込
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
受
講

　
申
請
書
を
左
記
へ
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
（
７
名
未
満

　
の
場
合
、
実
施
を
見
送
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

※
団
体
申
込
は
実
施
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
中

　
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８
３

　
９
５

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

応
募
締
切
　
４
月
20
日
㈮

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
29
歳
ま

　
で
の
方(

高
等
学
校
卒
業
見
込

　
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

第
１
次
試
験
　
５
月
13
日
㈰

申
込
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　
む
か
、
申
込
書
を
採
用
セ
ン

　
タ
ー
へ
郵
送
又
は
警
察
署
へ

　
持
参

※
詳
細
は
、
本
庄
・
児
玉
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し

て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

☎
�
０
１
１
０

★
児
玉
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
１
１
０

埼
玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

お
聴
き
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
埼

玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

対
象
　
満
16
歳
以
上
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
日

　
本
語
で
で
き
る
方
（
議
員
、

　
首
長
、
常
勤
の
埼
玉
県
職
員

　
は
除
く
）

申
込
　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.

　saitam
a.lg.jp/a0301/

　supporter/)

又
は
「
県
政

　
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
検
索

★
埼
玉
県
広
聴
広
報
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
８
５
０

雑誌スポンサーを募集
　図書館では、民間企業等との協働の一環として、「雑誌スポンサー制度」を導入
します。この制度は、雑誌を寄贈して頂く代わりに、その雑誌の最新号のカバーに
スポンサー名等を掲載することができる制度です。社会貢献活動の一環として、情
報発信にぜひご利用ください。
募集期間　随時
応募資格　企業、商店、団体等（個人
　は対象となりません）
広告方法　提供雑誌の最新号閲覧用
　カバーの表面に、縦４㎝×横 13㎝
　以内の白色用紙に、黒色の文字で
　スポンサー名を表示します。裏面は、
　閲覧用カバーに収まるサイズで、ス
　ポンサーが作成した片面印刷のス
　ポンサー名等を表示します
※詳しくはホームページ（http://
www.lib.honjo.saitama.jp/) をご覧
ください。

申込　申込用紙に必要事項を記入
　の上、下記へ
※申込用紙は図書館本館で配布又
は図書館ホームページよりダウン
ロードできます。
★図書館☎�３7４６

くらしの情報 Station
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★広報課☎�１１５５

舗
装
道
路
に
穴
等
が
あ
い
て

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
舗
装
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

・
舗
装
面
に
段
差
が
あ
る

・
側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る

・
側
溝
の
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

・
夜
な
の
に
道
路
照
明
灯
が
点

　
灯
し
て
い
な
い
　
等

★
道
路
整
備
課
☎
�
１
１
３
４

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
向
け
た

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ 

　
ム
設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を

対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
　
余
剰
売
電
で
あ
る
こ
と

【
着
工
前
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日
㈪

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

　
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
屋
根
の
高
遮
熱
塗
装
工

　
事
・
断
熱
材
設
置
工
事
・
断

　
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・
遮

　
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

　
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

　
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
の
工
事
を
お
考
え
の
方

は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
等

整
備
事
業
補
助
金
」
の
対
象
区

域
を
今
年
度
か
ら
拡
大
し
、
本

庄
駅
周
辺
地
区
又
は
児
玉
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
開

始
し
ま
す
。

補
助
対
象（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
周
辺

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ
と

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
20
万
円
を
上
限
、
初
め

　
て
交
付
を
受
け
る
場
合
は
10

　
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

・
４
月
６
日
『
歩
行
者
保
護
の

　
日
』

・
４
月
10
日
『
交
通
事
故
死
ゼ

　
ロ
を
目
指
す
日
』

・
４
月
13
日
『
飲
酒
運
転
根
絶

　
の
日
』

本
庄
市
重
点
目
標

　
横
断
歩
道
前
で
の
確
実
な
一

時
停
止
と
歩
行
者
へ
の
思
い
や

り
運
転
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中

の
交
通
事
故
防
止

◆
今
年
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
３
月
14
日
現
在
、
既
に
45

名(

昨
年
比
＋
９
名)

の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
３
月

中
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

「
高
齢
被
害
者
」、「
ハ
ン
ド
ル・

ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
、
前
方
不

注
視
、
信
号
無
視
」、「
多
発
時

間
午
前
４
時
～
６
時
、
午
後
４

時
～
６
時
」
で
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

★
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

日
時
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
　
５
月
12

　
日
㈯
・
６
月
16
日
㈯
・
７
月

　
14
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯
　
午

　
前
９
時
～

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
　
９
月
15

　
日
㈯
　
午
前
９
時
～

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
及
び
上
級

救
命
講
習
は
団
体（
15
名
以
上
）

で
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ

い
て
も
、
団
体
で
の
申
込
に
よ

り
随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場
　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

内
容
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
～
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

対
象
　
中
学
生
以
上
の
本
庄
市

　
及
び
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員
　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
。

申
込
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
受
講

　
申
請
書
を
左
記
へ
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
（
７
名
未
満

　
の
場
合
、
実
施
を
見
送
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

※
団
体
申
込
は
実
施
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
中

　
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８
３

　
９
５

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

応
募
締
切
　
４
月
20
日
㈮

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
29
歳
ま

　
で
の
方(

高
等
学
校
卒
業
見
込

　
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

第
１
次
試
験
　
５
月
13
日
㈰

申
込
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　
む
か
、
申
込
書
を
採
用
セ
ン

　
タ
ー
へ
郵
送
又
は
警
察
署
へ

　
持
参

※
詳
細
は
、
本
庄
・
児
玉
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し

て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

☎
�
０
１
１
０

★
児
玉
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
１
１
０

埼
玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

お
聴
き
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
埼

玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

対
象
　
満
16
歳
以
上
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
日

　
本
語
で
で
き
る
方
（
議
員
、

　
首
長
、
常
勤
の
埼
玉
県
職
員

　
は
除
く
）

申
込
　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.

　saitam
a.lg.jp/a0301/

　supporter/)

又
は
「
県
政

　
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
検
索

★
埼
玉
県
広
聴
広
報
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
８
５
０

雑誌スポンサーを募集
　図書館では、民間企業等との協働の一環として、「雑誌スポンサー制度」を導入
します。この制度は、雑誌を寄贈して頂く代わりに、その雑誌の最新号のカバーに
スポンサー名等を掲載することができる制度です。社会貢献活動の一環として、情
報発信にぜひご利用ください。
募集期間　随時
応募資格　企業、商店、団体等（個人
　は対象となりません）
広告方法　提供雑誌の最新号閲覧用
　カバーの表面に、縦４㎝×横 13㎝
　以内の白色用紙に、黒色の文字で
　スポンサー名を表示します。裏面は、
　閲覧用カバーに収まるサイズで、ス
　ポンサーが作成した片面印刷のス
　ポンサー名等を表示します
※詳しくはホームページ（http://
www.lib.honjo.saitama.jp/) をご覧
ください。

申込　申込用紙に必要事項を記入
　の上、下記へ
※申込用紙は図書館本館で配布又
は図書館ホームページよりダウン
ロードできます。
★図書館☎�３7４６

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

くらしの情報 Station

23 平成30年４月１日号 22

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★広報課☎�１１５５

舗
装
道
路
に
穴
等
が
あ
い
て

い
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
舗
装
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る

・
舗
装
面
に
段
差
が
あ
る

・
側
溝
の
蓋
が
割
れ
て
い
る

・
側
溝
の
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ
す
る

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
壊
れ
て
い
る

・
夜
な
の
に
道
路
照
明
灯
が
点

　
灯
し
て
い
な
い
　
等

★
道
路
整
備
課
☎
�
１
１
３
４

「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
向
け
た

補
助
金
の
お
知
ら
せ

【
設
置
後
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ 

　
ム
設
置
補
助
金

　
一
戸
建
て
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
人
を

対
象
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
　
余
剰
売
電
で
あ
る
こ
と

【
着
工
前
に
申
請
す
る
も
の
】

受
付
開
始
日
　
４
月
２
日
㈪

○
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

　
ム
設
置
補
助
金

　
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
　
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
太
陽
熱
利

　
用
シ
ス
テ
ム
・
地
中
熱
利
用

　
シ
ス
テ
ム

○
住
宅
省
エ
ネ
改
修
補
助
金

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
　
屋
根
の
高
遮
熱
塗
装
工

　
事
・
断
熱
材
設
置
工
事
・
断

　
熱
ガ
ラ
ス
等
設
置
工
事
・
遮

　
熱
フ
ィ
ル
ム
貼
付
工
事

○
事
業
所
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

　
テ
ム
導
入
事
業
補
助
金

　
事
業
者
向
け
の
創
エ
ネ
・
省

　
エ
ネ
設
備
の
補
助
金
で
す
。

※
申
請
枠
が
終
了
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
の
工
事
を
お
考
え
の
方

は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
２
４
９

「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
等

整
備
事
業
補
助
金
」
の
対
象
区

域
を
今
年
度
か
ら
拡
大
し
、
本

庄
駅
周
辺
地
区
又
は
児
玉
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
効
果

が
あ
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
新
た
に
「
ま
ち
な
か
再

生
事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
開

始
し
ま
す
。

補
助
対
象（
全
て
満
た
す
こ
と
）

①
事
業
の
効
果
が
本
庄
駅
周
辺

　
地
区
又
は
児
玉
駅
周
辺
地
区

　
に
波
及
す
る
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

②
規
約
を
有
し
、
予
算
と
事
業

　
計
画
を
も
と
に
継
続
し
て
活

　
動
し
て
い
る
こ
と

③
事
業
の
効
果
が
特
定
の
個
人

　
又
は
団
体
に
帰
属
し
な
い
こ
と

補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
（
20
万
円
を
上
限
、
初
め

　
て
交
付
を
受
け
る
場
合
は
10

　
万
円
を
上
限
）

＊
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
８

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

期
間
　
４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

・
４
月
６
日
『
歩
行
者
保
護
の

　
日
』

・
４
月
10
日
『
交
通
事
故
死
ゼ

　
ロ
を
目
指
す
日
』

・
４
月
13
日
『
飲
酒
運
転
根
絶

　
の
日
』

本
庄
市
重
点
目
標

　
横
断
歩
道
前
で
の
確
実
な
一

時
停
止
と
歩
行
者
へ
の
思
い
や

り
運
転
の
推
進

埼
玉
県
重
点
目
標

　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
歩
行
中

の
交
通
事
故
防
止

◆
今
年
県
内
で
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
３
月
14
日
現
在
、
既
に
45

名(

昨
年
比
＋
９
名)

の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
り
、
３
月

中
に
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」
も
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
死
亡
事
故
の
特
徴
は
、

「
高
齢
被
害
者
」、「
ハ
ン
ド
ル・

ブ
レ
ー
キ
操
作
ミ
ス
、
前
方
不

注
視
、
信
号
無
視
」、「
多
発
時

間
午
前
４
時
～
６
時
、
午
後
４

時
～
６
時
」
で
す
。
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

★
総
務
課
☎
�
１
３
３
２

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

日
時
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
　
５
月
12

　
日
㈯
・
６
月
16
日
㈯
・
７
月

　
14
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯
　
午

　
前
９
時
～

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
　
９
月
15

　
日
㈯
　
午
前
９
時
～

※
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
及
び
上
級

救
命
講
習
は
団
体（
15
名
以
上
）

で
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
。

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
に
つ

い
て
も
、
団
体
で
の
申
込
に
よ

り
随
時
実
施
が
可
能
で
す
。

会
場
　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

内
容
　

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

・
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
用
法
を
含
む
）

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
気
道
異
物
除
去
法

○
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
内
容

・
座
学
・
実
技
の
効
果
測
定

○
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対

　
す
る
応
急
手
当

○
上
級
救
命
講
習

・
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
～
Ⅲ
の
内
容

・
傷
病
者
管
理
法
等

対
象
　
中
学
生
以
上
の
本
庄
市

　
及
び
児
玉
郡
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者

定
員
　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

※
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
。

申
込
　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅱ

　
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
受
講

　
申
請
書
を
左
記
へ
。
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
（
７
名
未
満

　
の
場
合
、
実
施
を
見
送
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
）

※
団
体
申
込
は
実
施
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
事
前
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
申
請
書
は
、
中
央
消
防

署
で
配
付
、
又
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kodam
akouiki.jp/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
中

　
央
消
防
署
救
急
係
☎
�
８
３

　
９
５

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

応
募
締
切
　
４
月
20
日
㈮

応
募
資
格
　
18
歳
か
ら
29
歳
ま

　
で
の
方(

高
等
学
校
卒
業
見
込

　
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

第
１
次
試
験
　
５
月
13
日
㈰

申
込
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

　
む
か
、
申
込
書
を
採
用
セ
ン

　
タ
ー
へ
郵
送
又
は
警
察
署
へ

　
持
参

※
詳
細
は
、
本
庄
・
児
玉
警
察

署
や
交
番
・
駐
在
所
で
配
布
し

て
い
る
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
本
庄
警
察
署
警
務
課

☎
�
０
１
１
０

★
児
玉
警
察
署
警
務
係

☎
�
０
１
１
０

埼
玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

県
政
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
を

お
聴
き
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
埼

玉
県
県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
一
定
の
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

対
象
　
満
16
歳
以
上
で
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
利
用
が
日

　
本
語
で
で
き
る
方
（
議
員
、

　
首
長
、
常
勤
の
埼
玉
県
職
員

　
は
除
く
）

申
込
　
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://w
w
w
.pref.

　saitam
a.lg.jp/a0301/

　supporter/)

又
は
「
県
政

　
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
検
索

★
埼
玉
県
広
聴
広
報
課
☎
０
４

　
８
―
８
３
０
―
２
８
５
０

雑誌スポンサーを募集
　図書館では、民間企業等との協働の一環として、「雑誌スポンサー制度」を導入
します。この制度は、雑誌を寄贈して頂く代わりに、その雑誌の最新号のカバーに
スポンサー名等を掲載することができる制度です。社会貢献活動の一環として、情
報発信にぜひご利用ください。
募集期間　随時
応募資格　企業、商店、団体等（個人
　は対象となりません）
広告方法　提供雑誌の最新号閲覧用
　カバーの表面に、縦４㎝×横 13㎝
　以内の白色用紙に、黒色の文字で
　スポンサー名を表示します。裏面は、
　閲覧用カバーに収まるサイズで、ス
　ポンサーが作成した片面印刷のス
　ポンサー名等を表示します
※詳しくはホームページ（http://
www.lib.honjo.saitama.jp/) をご覧
ください。

申込　申込用紙に必要事項を記入
　の上、下記へ
※申込用紙は図書館本館で配布又
は図書館ホームページよりダウン
ロードできます。
★図書館☎�３7４６

強冷感

市報6月号とカインズポイントカードを
6月30日（土）までにお持ちのお客様に

私たちは「くらしに、ららら」を提供します

カインズ 本庄早稲田店 カインズホーム 上里本庄店 カインズホーム 児玉店
0495-23-5000 0495-35-1111 0495-72-1000

強冷感

私たちは「くらしに、ららら」を提供します

カインズ史上
最高の
肌ざわりと

花苗1個プレゼント
※数量が達した際はSUNTORY以外の苗になる場合がございます。


